


 

世界の強豪を相手に大健闘！　リレー種目が大きく躍進
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男子３個、女子３個の金メダル、大橋の２冠は最高、男子200自由形の松元の成長は800mリレーは世界
に手が届く、男子400mメドレーリレーはアメリカと大激戦、0.05で敗れる。次への期待が大きい

 

男子７個、女子１１個の金メダル獲得
池江璃花子 MVP

アジア大会全競技でのMVP
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池江の個人４、リレー２の金メダルは圧巻、小関が貫録の３冠、男子銀11、銅1、女子銀5、銅3、合計38個、
アジア大会参加種目で最高の成績、２０19年の世界大会、そして2020年東京オリンピックへ。

個人種目金４個、リレー種目金２個
他にリレー種目銀８個のメダル獲得

平泳ぎ3冠の小関也朱篤

写真：スイミングマガジン

第１３回　パンパシフィック選手権大会
8 月 9日～ 12 日　東京辰巳

第１８回　アジア大会
　　8月 19 日～ 24 日　インドネシア･ジャカルタ

公益財団法人 国際水泳殿堂・アジアとは
　旧財団法人愛知国際水泳殿堂・アジアは、平成 4 年に国際水泳殿堂（アメリカ・フロリダ州）の水泳に関する世界か
らの収蔵品や情報を発信するため設立されました。
　水泳、教育、財界をはじめ各界多くの方々のご支援とご尽力のなかで誕生し、1996 年に名古屋市・名古屋スポーツ振
興会館内に国際水泳殿堂・アジアを開館しました。
　その後、関係者のご尽力・ご支援により、公益事業の拡大、当財団の保有する世界の水泳に関する収蔵品の公開・展
示を目指し、長年に渡り地道な活動を続け、平成２６年３月２０日内閣府公益認定委員会からの認定を受け、平成 26 年
4 月 1 日より「公益財団法人国際水泳殿堂・アジア」として活動を開始することになりました。
　公益財団法人として公益事業を着実に実施し、日本水泳界の発展の一助となるべく努力を重ねています。

国際水泳殿堂とは
FINA（国際水泳連盟）の承認。1963 年アメリカ　フロリダ州フォートローダーデー
ル市に設立された。水泳に関する資料、オリンピックメダル、彫刻、絵画、トロフィー、
ブロンズをはじめ、水泳に関する多くの資料を保存・展示している。文字通り世界
一の水泳博物館。国際水泳殿堂は、50m×2、飛込みプール施設を持ち、シーズン
を通して大会、合宿、イベント等を開催し、多くの水泳関係者に利用されている。

1997年入堂式典とは：国際水泳殿堂
アジアで初めて国際水泳殿堂入堂式典を開催。「1997 年 6 月 13 日、14 日」新設の
国際水泳殿堂（名古屋市スポーツ振興会館）をはじめ、隣接のレインボープール、
名古屋キャッスルホテルにおいて世紀の国際水泳殿堂入堂式典が、40 年の歴史の
中で初めてフォートローダーデール市を離れ日本で開催された。

国際水泳殿堂 日本人入堂者
「日本人入堂者 31 名 / 入堂者総数 702 名」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         入堂申請中　石井　宏　鈴木 大地　岩崎 恭子　馬淵 よし子　北島 康介　（●印故人）

●宮 崎 康 二 ●古 川 勝
●山 中    毅 田 口 信 教 青木まゆみ ●葉 室 鐵 夫 ●高 石 勝 男 ●牧 野 正 蔵 田 中 聡 子
●遊 佐 正 憲 橋 爪 四 郎 ●長 沢 二 郎 ●寺 田 登 ●小 池 礼 三 ●村 上 勝 芳 ●新 井 茂 雄

加 藤 浩 時
金 子 正 子

大 崎 喜 子

武 田 美 保 松 田 仁 美

●大 崎 剛 彦 小谷実可子 ●松 沢 一 鶴 中村敬次郎 立 花 美 哉

●北村久寿雄 ●古橋 広之進 ●鶴 田 義 行 ●清 川 正 二 ●前 畑 秀 子

当財団の運営は皆様のご厚情､ご芳志により運営され､公益事業を推進しています。
2017 年度は 577 名の会員各位から多額のご寄附をいただきました。

多くのご支援に、財団役員一同感謝にたえません。
2018 年度も下半期を迎えます。寄附･賛助会員各位におかれましては昨年同様当財団に対し､倍旧のご支援､
ご芳情をお願い申し上げます。ご家族､ご友人､お取引先にも､ご情宣いただきますようお願い申し上げます。

従前の会員各位につきましては銀行振り込みのみにて、対応させていただきます。
当財団への寄付金につきましては公益財団として「所得控除」｢税制控除｣の優遇措置を受けております。
                                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 : 府益担第 450 号 内閣総理大臣 安倍晋三 :

2019年大改修

財団の基本情報 役　員

名　　　称：公益財団法人  国際水泳殿堂・アジア
設　立　日：1 9 9 2年（平成  4年）8月1 9日
移　行　日：2 0 1 4 年（平成 2 6年）4月  1日
代　表　者：代表理事　舎人　経昭
基 本 財 産：14 8 , 0 0 0 , 0 0 0円
その他財産：    4 7 , 9 9 3 , 0 0 0円
本　　　部：〒464 - 0095 名古屋市千種区天満通1-46

2018.7.1
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国際水泳殿堂・日本人入堂者コーナー
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2018 年度 第 5 回 「シンポジウム」「顕彰・表彰式」 ： 会員懇親会

次　　第

スィーマー奨励賞・特別

コーチ奨励賞

大賞・水泳特別功労賞
清原 伸彦 先生

2018 年 11 月 25 日（日）　ローズコートホテル

「スマートに、格調高く、そして楽しく」

日本体育大学名誉教授・医学博士

酒井 夏海 様
スウィン・武南高校２年

竹村 知洋 先生
日大豊山中学・高校水泳部監督

選考委員会･理事会承認

基調講演　菊浦佑介氏　共同通信社・運動部記者

　　　   「2018年日本ナショナルチームの活躍」
ー休　憩ー

特別講演　近藤成章氏　近藤産興株式会社 代表取締役

　　　   「国際水泳殿堂アジアと関って30年 ～事業人生100才を目指して～」
ー抽選会ー

開会挨拶

懇親昼食会

閉会挨拶

「顕彰・表彰式」

公益財団法人 国際水泳殿堂・アジア「シンポジウム」歴代講演者･顕彰受賞者

2014 年度

2015 年度

2016 年度

2017 年度

基調講演 

宮下　充正
東京大学

基調講演

深代　千代
東京大学

基調講演

清原　伸彦
日本体育大学

基調講演

吉岡　伸輔
東京大学

特別講演

小沢　　剛
共同通信社

特別講演

東島　新次
ＦＩＮＡ・ＡＳＩＡ

特別講演

菊浦　祐介
共同通信社

特別講演

宮川　美哉
井村シンクロ

大賞･水泳特別功労賞

宮下　充正
東京大学

大賞･水泳特別功労賞

石井　　宏
シルバーメダリスト

大賞･水泳特別功労賞

武藤芳照・辞退
東京大学

大賞･水泳特別功労賞

馬淵かの子
ＪＳＳ宝塚

コーチ奨励賞

藤森　善弘
日本体育大学

コーチ奨励賞

小池　隆司
豊川高校

コーチ奨励賞

加藤　剛志
東海大学

コーチ奨励賞

村上二美也
ルネサンス亀戸

スイマー奨励賞

今井　　月
競泳・本巣ＳＣ

スイマー奨励賞

池江璃花子
競泳・ルネサンス亀戸

スイマー奨励賞

板橋　美波
飛び込み・ＪＳＳ宝塚

スイマー奨励賞

長谷川涼香
競泳・東京ドーム

：敬称略

選考委員会　　　委員長：菅原 宣彦
　　　　　　　　代　表：石井 　宏・オリンピックメダリスト　　小沢 　剛・共同通信社 　　宮島 年夫・学識経験者
　　　　　　　　　   　　　　  　　福田 雅司・学識経験者　　磯部 　正、高木克己・国際水泳殿堂入堂者選考委員

　４月の日本選手権、ジャパンオープン、国際大会　パンパシフィック、アジア大会、国内においては全国中学、日本高校、

日本学生等の主要大会での競技者の活躍は素晴らしいもので、水泳ファンのみならず多くの国民に感動を与えた。２０２０年

　東京オリンピックに向け、日本水泳連盟の強化策が順調にその成果を現したものだ。

　懸案のリレー種目についてもフリーリレーの１００、２００ m の候補選手の幅が広くなり、リレーメンバーに選ばれる。

自由型短距離は激戦の様相を示してきた。メドレーリレーもしかり、代表選手の壁が高くなった。

　２０１９年春、日本選手権　世界選手権代表入りを目指し、戦いは始まる。来春が楽しみ、健闘を祈るばかりだ。

                                                                                                                                                                 y.s

1970年 日本体育大学水球部監督就任、1974年から19994年まで公式戦376連勝・ギ
ネスブックに掲載、1982年 日本体育大学教授に就任、水球男子日本代表監督とし
て、同年、アジア大会、1984年ロスアンゼルスオリンピック指揮。学生の集団行動演武
を指導。2014年ソチパラリンピック開会式を指揮。16年シンポジウム基調講演 講師

2017年、18年 全国中学、全国高校２冠　総合２連覇
中学生は田中・背泳ぎ、北川・個人メドレーが成長
高校生は吉田・自由型、谷口、大倉、・平泳ぎを育成、吉田の４月の日本選手権を大い
に期待したい。

2016 年 中学生でリオ・オリンピック出場

2018 年 パンパシフィック大会 100,200m背泳ぎ入賞　いずれも高校新
2018 年 アジア大会　50ｍ３位、100m優勝、200m２位・高校新
　　　　　　　　　 400ｍメドレーリレー、400ｍフリーリレー優勝

第８６回　日本高校選手権水泳競技大会
８月１７日～２０日　名古屋・日本ガイシアリーナ

　圧巻は男子１００m バタフライ石川慎之介・中京大・
中京５１－９２・高校新記録は日本ランク２位、日本の
４００mメドレーリレーの有力候補に、１９年世界選手権、
２０２０年東京オリンピック期待の星。
平泳ぎの谷口、林、吉田啓祐・日大豊山の２００m、４００m
自由形は最高の成長株。
　女子は代表入りを逃した今井　月・豊川に期待、１００m
平泳ぎ、２００m個人メドレーの記録、代表組に劣らない。
来春の日本選手権での代表復活に期待、海外遠征で今大会
に出場できなかったが注目選手は池本凪沙・コパン宇治、
１００ m、２００ m 自由形での大きな伸びしろに注目し
たい。

総合　男子　優勝　東京・日大豊山
　　女子　優勝　東京・武蔵野

第５８回　全国中学校水泳競技大会
８月１７日～１９日　岡山・児島マリンプール

　男子　加藤晃成・豊橋東部が順調に記録を伸ばし、２００
m 自由型、２００ m 個人メドレー輝く２冠、女子では竹
葉智子・田柄の２００mバタフライ２・０９・５８は特筆、
１、２年生の優勝種目が５種目に及んだ事は大きな夢が広
がった。

総合　男子　優勝　東京・日大豊山
　　女子　優勝　東京・武蔵野

第９４回　日本学生選手権水泳競技大会
９月７日～９日　神奈川・横浜国際プール

　パンパシ、アジア大会代表選手が多数出場、男子２００
m 松元・明治、２００ m バタフライ幌村・早稲田、女子
１００ m 平泳ぎ渡部・早稲田、が順調に勝利した。２００
m バタフライはアジア大会銀メダル持田、同じく代表の
長谷川を中野・東洋が制した。この３人には２・６０、２・
５０を目標に精進を期待したい。
総合　男子　優勝　明治　　２位　中京　　３位早稲田　　　　　女子　優勝　日体　　２位　神奈川　　３位　中京

第１８回　国民体育大会
９月１５日～１７日　福井・敦賀総合運動公園プール

　シーズン最後の大会、日本代表選手をはじめ中学、高校、大学、社会人まで県代表として参加。池江璃花子は健在、代表
漏れの今井　月・愛知は好記録でシーズンを締めた。

国際水泳殿堂・インフォメーション

進行 菅原 宣彦 氏
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スイマー奨励賞

池江璃花子
競泳・ルネサンス亀戸

スイマー奨励賞

板橋　美波
飛び込み・ＪＳＳ宝塚

スイマー奨励賞

長谷川涼香
競泳・東京ドーム

：敬称略

選考委員会　　　委員長：菅原 宣彦
　　　　　　　　代　表：石井 　宏・オリンピックメダリスト　　小沢 　剛・共同通信社 　　宮島 年夫・学識経験者
　　　　　　　　　   　　　　  　　福田 雅司・学識経験者　　磯部 　正、高木克己・国際水泳殿堂入堂者選考委員

　４月の日本選手権、ジャパンオープン、国際大会　パンパシフィック、アジア大会、国内においては全国中学、日本高校、

日本学生等の主要大会での競技者の活躍は素晴らしいもので、水泳ファンのみならず多くの国民に感動を与えた。２０２０年

　東京オリンピックに向け、日本水泳連盟の強化策が順調にその成果を現したものだ。

　懸案のリレー種目についてもフリーリレーの１００、２００ m の候補選手の幅が広くなり、リレーメンバーに選ばれる。

自由型短距離は激戦の様相を示してきた。メドレーリレーもしかり、代表選手の壁が高くなった。

　２０１９年春、日本選手権　世界選手権代表入りを目指し、戦いは始まる。来春が楽しみ、健闘を祈るばかりだ。

                                                                                                                                                                 y.s

1970年 日本体育大学水球部監督就任、1974年から19994年まで公式戦376連勝・ギ
ネスブックに掲載、1982年 日本体育大学教授に就任、水球男子日本代表監督とし
て、同年、アジア大会、1984年ロスアンゼルスオリンピック指揮。学生の集団行動演武
を指導。2014年ソチパラリンピック開会式を指揮。16年シンポジウム基調講演 講師

2017年、18年 全国中学、全国高校２冠　総合２連覇
中学生は田中・背泳ぎ、北川・個人メドレーが成長
高校生は吉田・自由型、谷口、大倉、・平泳ぎを育成、吉田の４月の日本選手権を大い
に期待したい。

2016 年 中学生でリオ・オリンピック出場

2018 年 パンパシフィック大会 100,200m背泳ぎ入賞　いずれも高校新
2018 年 アジア大会　50ｍ３位、100m優勝、200m２位・高校新
　　　　　　　　　 400ｍメドレーリレー、400ｍフリーリレー優勝

第８６回　日本高校選手権水泳競技大会
８月１７日～２０日　名古屋・日本ガイシアリーナ

　圧巻は男子１００m バタフライ石川慎之介・中京大・
中京５１－９２・高校新記録は日本ランク２位、日本の
４００mメドレーリレーの有力候補に、１９年世界選手権、
２０２０年東京オリンピック期待の星。
平泳ぎの谷口、林、吉田啓祐・日大豊山の２００m、４００m
自由形は最高の成長株。
　女子は代表入りを逃した今井　月・豊川に期待、１００m
平泳ぎ、２００m個人メドレーの記録、代表組に劣らない。
来春の日本選手権での代表復活に期待、海外遠征で今大会
に出場できなかったが注目選手は池本凪沙・コパン宇治、
１００ m、２００ m 自由形での大きな伸びしろに注目し
たい。

総合　男子　優勝　東京・日大豊山
　　女子　優勝　東京・武蔵野

第５８回　全国中学校水泳競技大会
８月１７日～１９日　岡山・児島マリンプール

　男子　加藤晃成・豊橋東部が順調に記録を伸ばし、２００
m 自由型、２００ m 個人メドレー輝く２冠、女子では竹
葉智子・田柄の２００mバタフライ２・０９・５８は特筆、
１、２年生の優勝種目が５種目に及んだ事は大きな夢が広
がった。

総合　男子　優勝　東京・日大豊山
　　女子　優勝　東京・武蔵野

第９４回　日本学生選手権水泳競技大会
９月７日～９日　神奈川・横浜国際プール

　パンパシ、アジア大会代表選手が多数出場、男子２００
m 松元・明治、２００ m バタフライ幌村・早稲田、女子
１００ m 平泳ぎ渡部・早稲田、が順調に勝利した。２００
m バタフライはアジア大会銀メダル持田、同じく代表の
長谷川を中野・東洋が制した。この３人には２・６０、２・
５０を目標に精進を期待したい。
総合　男子　優勝　明治　　２位　中京　　３位早稲田　　　　　女子　優勝　日体　　２位　神奈川　　３位　中京

第１８回　国民体育大会
９月１５日～１７日　福井・敦賀総合運動公園プール

　シーズン最後の大会、日本代表選手をはじめ中学、高校、大学、社会人まで県代表として参加。池江璃花子は健在、代表
漏れの今井　月・愛知は好記録でシーズンを締めた。

国際水泳殿堂・インフォメーション

進行 菅原 宣彦 氏






